
船舶事故等調査報告書 

平成２６年１２月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４広第８４号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２６年３月１７日 ０７時００分ごろ 

発生場所 境港 

鳥取県境港市所在の境港防波堤灯台から真方位２５９°１,３５０

ｍ付近 

（概位 北緯３５°３３.０′ 東経１３３°１５.５′） 

事故等調査の経過  平成２６年５月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

セメント専用船 北斗
ほ く と

丸、５,７３０トン 

 １４１４１７、第一中央汽船株式会社、第一中央内航株式会社、独

立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

 乗組員等に関する情報 船長、三級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 左舷船首部外板に凹損 

岸壁 なし 

 事故等の経過 本船は、船長ほか１０人が乗り組み、セメント約７,４５５ｔを積

載し、船長が単独で操船に当たり、境港所在の企業の専用岸壁（以下

「本件岸壁」という。）へ左舷着けで着岸作業中、潮流に圧流された

ので、主機及びバウスラスタを使用し、右舷錨を投下したが、平成２６

年３月１７日０７時００分ごろ、左舷船首部が本件岸壁に衝突した。

船長は、着岸した後、航行に支障がないことを確認し、荷役を終え

て１９時３０分ごろ出港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 １、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の末期、潮高 約－８cm（境港） 

 その他の事項  本船の喫水は、船首約６.９８ｍ、船尾約７.３６ｍであった。 

 本件岸壁は、境水道の南岸の東側に位置し、対岸との距離が約４００

ｍであった。 

 船長は、本件岸壁への着岸が２回目であった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

本船は、境港の本件岸壁に左舷着けで着岸作業中、潮流に圧流され

たことから、左舷船首部が本件岸壁に衝突したものと考えられる。 



原因 本事故は、本船が、境港の本件岸壁に左舷着けで着岸作業中、潮流

に圧流されたため、左舷船首部が本件岸壁に衝突したことにより発生

したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・着岸する際は、潮流による圧流を考慮した操船を行うこと。 

 


